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皮膚科領域感染症におけるS-1108の 臨床的検討

玉木 毅 ・中西 浩 ・安倍正瑞 ・原田昭太郎

関東逓信痛院皮膚科*

新 しく開 発 された エ ステル型経 口セ フ ェム系抗 生物 質S-1108を 毛嚢 炎3例,痴3例,急 性

爪囲 炎1例,感 染性粉 瘤4例,)斐 下膿 棚1例,表 在性 二次 感染2例 の合計14例 に1回75mg

～100mg,1日3回 ,6～10日 間 経 口投 与 し,臨 床 的 検 討 を 行 った。 臨床 効 果 は,著 効8

例,有 効3例,や や 有効2例,無 効1例 で あ り有効 率 は78.6%で あ った。本 剤 によ ると思 わ

れ る副作 用 は認 め られな か ったが 臨床検 査値 翼常 は1例 にCKの 上昇 が認め られた。

koy words:S-1108,化 膿性 皮膚感 染症

S-1108は,塩 野 義 製薬(株)研究 所 で開 発 され た新 し

いエ ステル型 経 口セフ ェム系抗生 物質 であ る。本薬 は

内服 後腸 管 か ら吸収 され,抗 菌活 性 体 であ るS-1006

と して 作用 し,そ のin vitroに お け る抗 菌 スペ ク ト

ル はグ ラム陽 性菌,グ ラム陰性 菌に幅 広 く,優 れ た抗

菌力1)を 示 す。特 に皮膚科 領域 での主 要な起 炎菌 であ

る黄 色 ブ ドウ球菌,表 皮 ブ ドウ球 菌2)に 対 し,従 来 の

経 口セ ブ エム剤 に比 し強 い抗菌 力を有 して い る点 をふ

まえ て,皮 膚科領域 の 各種 感 染症 に本 剤の臨 床的検 討

を行 ったのでその 成績 を報告す る。

投与 対象 は,平 成2年11月 か ら平成3年1月 まで

の 間に 当院 の皮膚 科に通 院 した化膿性 皮膚感 染症 の患

者 で本治験 の内容 を説明 し,同 意を 得た男性9例,女

性5例 の 計14例 で あ り,年 齢 は24～64才,平 均

39.0才 であ った。 その14例 の化膿性 皮膚 疾患 を 第1

～第VI群 の6疾 患群 に分類す る と3) ,1群 は毛嚢 炎3

例,II群 は痴3例,急 性 爪囲 炎1例 の計4例,V群 は

感 染性粉瘤4例,皮 下膿 瘍1例 の計5例,VI群 は足白

癬の 二次感 染1例,鶏 眼手術後 の二 次感染1例 の 計2

例 であ った。 薬剤 投与 方 法 は,S-11081回75mgか

ら100mgを1日3回 食後 経 口投 与 した。投 与 日数

は,延 べ6日 ～10日(平 均8日),投 与 総 量 は1350

mgか ら2300mgで あ った。

効果 判 定 と して は,臨 床 的 に は発 赤,腫 脹,自 発

痛,圧 痛,硬 結,排 膿等 の 自他 覚所 見を その程度 の強

さによ り高 度,中 等度,軽 度,な しの4段 階で投 与開

始 日,投 与 中,投 与終 了 日に調 査 した。 そ して,そ の

総合 的 な改善度 を全般 改善度 と して投 与開始 日か ら見

て治 癒 著 しく改善 改善,や や改善 不 変,増 悪の

6段 階 で総合 判定 し,投 与終 了 日の 全般改 善度 を もと

に 白 血 球,血 沈,CRP等 の 臨 床検 査 所 見 も加味 し

て,著 効,有 効,や や有 効,無 効 の4段 階で判定 し

た。 また可 能な限 り投与 前 ・後 に病巣か らの細菌の分

離培 養 を行 い,細 菌学 的効 果 と して 菌の消長により,

消失,減 少,菌 交 代,不 変の4段 階にて判定 した。さ

らに本 剤 によ る副 作用 と して主 にア レルギー症状,消

化 器症 状,中 枢 神経 症 状 等 の 出現,ま た血液,肝 機

能,腎 機 能,CPK等 の検 査 を 投 与 前 後 に施行 し

て,臨 床検 査値異常 の 出現の有無 をみた。

本 剤 を使 用 した14例 の 一 覧表 をTable 1に 示 し

た。症 例1は 顔面 に毛 孔一 致性 丘疹,膿 庖が多発し,

本剤 投 与前 に ミノサ イ ク リンを13日 間投与 したが無

効 例 で あ っ た 毛 嚢 炎 で 膿 か ら はStaphylococcus

epiderrnidisが 検 出 され,投 与終 了 日に菌 は消失 し

たが,発 赤,丘 疹,膿 庖 が全 く改 善せず臨床効果は無

効 と判 定 した。本 症例 は抗生物質 に反応 しない毛嚢炎

で あ った可 能性 が考え られた。症 例2も 顔面に毛孔一

致 性 丘 疹,膿 庖 が 多 発 した 毛 嚢 炎 で,膿 か らは

Anaerobic bacteriaが 検 出 され,投 与 終了 日に菌は

消失 したが,膿 庖 以外 の 自他覚 所見の改善が遅 く,臨

床 効果 と して は やや 有効 と判定 した。症 例3も 症例

1・2と 同 様 の 顔 面 毛 嚢 炎 で 菌 はStaphytococcus

aureusが 検 出 され,投 与終 了 日に消 失 し,臨 床的に

は発赤,圧 痛,硬 結 が軽度 に存続 したが,他 の所見が

すべ て改善 したので 有効 と判 定 した。症例4・5・6

は 痴 の 患 者 で 症 例4は 膿 よ りStaphylococcus

hominisとCNSが 検 出 され,投 与 終了 日に菌は消失

し,臨 床 的 に も著 しく改善 し著効 例で あった。症例5

は左眼 瞼眉毛部 に硬結 性紅 斑の あ る患者で,膿 庖がな

く菌 の検 索が 出来 ず細 菌学 的 効果 は不 明であ ったが
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Table 1 Clinical results of treatment with S-1108

N. T.: not tested N. D.: not done N. F.: normal flora

臨床的には発赤,圧 痛,硬 結 が軽度 に存 続 したの みで

あり,有 効 と判 定 した。症 例6は 膿 よ りPeptostre-

ptococmsp.が 検 出 さ れ,投 与 終 了 日 に は 菌消 失

し,臨 床的 に も炎 症 所 見 が 著 し く改 善 し,WBCも

11600か ら7500に 改 善 され 著 効 と判定 した。 症 例7

は急性爪囲炎の患者 で,初 診 日に穿 刺排 膿の処 置を 行

い,膿 よ りSerratia marcescmsとBacteroides

sp,が 検 出 された が投 与 終了 日に は消 失 した。 臨床

的にも著効で あ った。症 例8・9・10・11は 感 染性

粉瘤の患者で,症 例9以 外 はすべて 穿刺 又は排 膿を 行

い,そ の膿 よ り症 例8・10はSepidermidis,症 例

11はPeptostoreptococcus sp.が 検 出 され,そ れ ぞ

れ投与終了 日に は消失 した。臨床的 に は,症 例8は 発

赤が,症 例10は 発赤 ・排膿 が,症 例11は 硬結 ・排膿

が軽度に存続 したが,他 の所 見 はす べて 消失 し,ま た

改善までの日数が早 く著効 と判定 した。 しか し,症 例

9は硬結が初診 時 と比 べて 全 く改善 しなか ったが,腫

脹は消失,発 赤 は改善 した ので 有効 と した。 症例12

は基礎疾患 と して糖尿病 の あ る皮下 膿瘍 の患者 で膿 か

らCNSが 検 出 され,投 与 終 了 日に は消失 し,臨 床 的

にも著効で あ った。 症例13・14は 表 在性 二 次 感染 で

膿から症 例13は 常在 菌 しか検 出 されず,細 菌 学的 効

果 は 不 明 と した。 症 例14は,Saureusが 検 出 さ

れ,投 与 終了 日には消失 した。 臨床 的 には症 例13は

発赤 ・圧痛が軽 度 に存続 したが著 効 と判 定 したが症 例

14は 炎 症所 見 の改 善が 遅 く,初 診 時切 開 排膿 した に

もか かわ らず10日 後 に も排 膿 が続 い たので や や有効

と した。 全14例 中無効 例 は,毛 嚢 炎1例 のみ で,や

や有効 例 は,毛 嚢炎1例,鶏 眼手 術後 の二次 感染1例

の計2例 で有 効以 上が11例 で あ り,有 効 率 は78.6%

であ った。 なお,起 炎 菌 を同定 し得 た11例,13菌 株

はすべ て消失 し,消 失 率 は100%で あ った。本 剤投 与

中で副 作用 は1例 も認め られ なか ったが,臨 床検 査値

異 常が 出現 した症例 は,症 例9でCPKの 軽度 上昇 が

認 め られたの みで あ った。

新 し く開発 され た経 口セ フ ェム系 抗生 物 質S-1108

を毛嚢 炎3例,痴3例,急 性爪 囲炎1例,感 染性 粉瘤

4例,皮 下膿瘍1例,二 次感染2例 の 合計14例 に1

回75mg～100mg,1日3回,6～10日 間 経 口投 与

した。 臨床 効果 は,著 効8例,有 効3例,や や有 効2

例,無 効1例 で あ り有 効 率 は78.6%で あ ったが,毛

嚢炎3例 に対 して は,1回75mg投 与 で,菌 は消 失

した もの の,臨 床 的 には有効1例,や や有 効1例,無

効1例 で あ った ことか ら,毛 嚢 炎 に対 して は1回150
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mgの 投 与 が 妥 当 で あ る と 思わ れ た。 全 体 と して は

78.6%の 有 効総 を得 たが,こ の 有効 串 はS-1108が 経

口剤の 為,患 者の 重症度 が中等 症以 下の 患者 であ った

こ とを考慮 して も満足 出来 る もので あ った。特 に病 巣

よ り起 炎 菌 と 考え られ る菌 を検 出 し得 た11症 例 ・13

菌株が すべ て消失 した ことは大い に満足 出来 る もので

あ り,ま た副作用 は認 め られ ず,臨 床検 査値異常 も1

例 しか認 め な か った こ とよ り,S-1108は 皮膚 科 感染

症 に おいて十 分有 用な抗 生物 質 と考 え られ る。
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Clinical studies on S-1108 in bacterial skin infection

Takeshi Tamaki, Hiroshi Nakanishi, Masanori Abe and Shotaro Harada

Department of Dermatology, Kantou Teishin Hospital

5-9-22 Higashigotanda, Shinagawa-ku, Tokyo 141, Japan

S-1108, a new oral cephalosporin, was administered to 14 patients with superficial

purulent disease.

Clinical efficacy, bacteriological effects and safety were evaluated.

Clinical efficacy was "excellent" in 8 patients, "good" in 3, "fair" in 2 and "poor" in 1.

Bacteriological effects were "eradicated" in 11, and "unknown" in 3 patients

No side effects were observed and abnormal laboratory findings were observed only one

patient in 14.


